













Vegetation of isolated forests in the agro-ecosystem on Isawa Alluvial Fan, Iwate Prefecture



































ほか、1993； 亀山、1996； 鷲谷・谷原、1996； 守














































































　現地調査は 2000 年 10 月～ 2002 年８月に実施し、
調査地域内を踏査して植生や立地、人為の状況を地形
図上に記録するとともに、相観によって区分した均質






























































































































































































































































































　スギ植林の高木層では、樹高 17 ～ 24 ｍ、胸高直径































ある（中西ほか、1983； Fujita and Kikuchi、1984、
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